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 要 旨 

 １ すべての子育て世帯の子育てに関する経済的な負担を軽減する施策を進め

ること。 

 ２ ２００６年７月から実施を予定している「保育料値上げ」は、広範な区民

や保育園利用者の同意が得られるまで凍結し、協議をつくした上で再考する

こと。 

 

 （理 由） 

景気に回復傾向が見られるとはいえ、若年層を中心に非正規労働者が増大し、 

低賃金のため結婚・出産できないという実態が広がっています。墨田区におい

ても未婚化・晩婚化が進行、子育て世帯においても経済的な負担の大きさから

理想の子どもの数と現実の子どもの数との間に大きな隔たりが生じています。 

２００５年３月に区が策定した「次世代育成支援行動計画」には、調査結果

に基づいて「実際の子どもの人数がほしいと思う人数より少ない理由の第１位

に、経済的な負担が大きいことがあげられています。」という記述があります。

さらに、この計画は「保育園保育料の見直しを検討」することを明記し、その

具体策として区は、２００５年７月に「墨田区保育サービス利用者検討委員会」

を発足させました。この検討委員会では「保育料の値上げが必要」という意見、

「保育料値上げは次世代育成支援の流れに逆行するもので、むしろ思い切った

負担軽減策をとるべき」という意見に二分され、一つの結論には達しませんで

した。 

その後、２００５年１２月の区議会では、区長が「区民のあるいは保護者の

意見を聞いた上で保育料の改定は決定させてもらいたい」と答弁しました。し

かし、２００６年３月、墨田区は区民や保護者の意見を聞くことなく、区議会

に認可保育園の保育料を月額１,２００円から４,０００円値上げする条例案を

提案、賛成多数で可決されました。 

自らの調査結果や自らが発足させた検討会の検討経過などを軽視し、保育料

値上げを断行しようとする墨田区の姿勢は理解に苦しみます。少なくとも区長

の答弁を尊重し、区民や保護者の意見を聞いた上で値上げの可否の結論を出す

べきではないでしょうか。 

墨田区を、子どもを生み育てやすい地域にするために、子育て世帯の経済的

負担を軽減する視点での施策の充実を求めます。 

以上の趣旨をご理解の上、上記事項の実現をお願いいたします。 

以 上 

 


